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1. はじめに 

近年，漁村では，豊かな地域資源を有しているが活

用不足であることが課題であると言われている．活用

手段の一つとしてレジャーとしての釣りが挙げられ

るが，マナー問題等により釣り場の環境が混乱してい

る．このような状況の中で，釣り人が利用する港にお

いて，各利用者の空間に対する心理作用を分析してい

く研究が必要であると考えた．本研究では釣りに着目

した港空間におけるマナー問題等により起こるコン

フリクトの実態を明らかにすることを目的とし，その

為に利用者の港空間の利用意識を分析していく． 
 

2. 上天草市における釣りの位置付け 

(1) 上天草市の地勢 

上天草市は有明海と八代海に接しており(図-1)，豊

かな自然環境を有している. 
(2) レジャーとしての釣り 

コロナ禍では３密を避けられるレジャーとして人

気を博した．一方でマナー・ルールの問題が顕在化し，

漁師や住民とのトラブルに発展する事例も増えた． 
(3) 釣りの視点から見た上天草市 

上天草市は多くの港を有し，釣りに適した環境であ

る．また，令和3年に，釣りに特化した地域おこし協力

隊を採用する1)など,釣りを活用した地域おこしが活

発な自治体である． 

(4) 研究対象地 

上天草市における三角港登立地区(以下，岩谷漁港)，

野釜漁港，小島公園(図-1)を研究対象地とした． 

 

3. 港空間における調査結果 

本章では，岩谷漁港，野釜漁港，小島公園の住民，

漁師，釣り人へのインタビュー調査と釣り人の行動観

察調査を行い，得られたデータを整理した． 

(1) 調査概要 

a) 住民と漁師を対象としたインタビュー調査 

 調査対象者を表-1に，質問項目を表-2に示した． 

b) 釣り人を対象としたインタビュー調査 

調査の実現可能性を考慮し，３分程度の調査で釣り

人の属性と問題だと捉えていることを聞いた． 

c) 釣り人を対象とした行動観察調査 

日の入り前後30分で調査を行い，駐車，移動，釣りの

3種類の行動を記録した． 

(2) 調査結果 

a) 住民と漁師を対象としたインタビュー調査 

表-1 インタビュー調査対象者の属性と調査日時 

 
表-2 質問項目 

 

 
図-1 研究対象地の略図 

 

土木学会西部支部研究発表会 (2023.3)IV-069

-615-



 調査で得られた音声データは全てICレコーダーで

録音し，計443分の音声データを得た．全て文字起こ

しを行い，計99,281文字のテキストデータを得た． 

b) 釣り人を対象としたインタビュー調査 

 現在調査途中であり，今後引き続き行う予定である． 

c) 行動観察調査 

どの対象地でも主に駐車場として利用されている

スペースがあり，そこから移動して海に面した場所で

釣りを行っていることが分かった． 

(3) まとめ 

漁師と住民は各対象地でそれぞれ，地域特性により

異なる視点が得られた．一方で釣り人は各対象地で概

ね同じ結果が得られ，どの対象地でも釣り場として見

ている事が分かった． 

 

4. 釣り場で起きたコンフリクトの空間分析 

(1) 分析の視点 

問題だと感じている事に関する発話を抽出し，場所

毎に整理し，評価に着目して分析を行った． 

(2) 問題の捉え方に関する分析 

 立場や対象地ごとの指摘される問題やその評価，評

価の視点の分析(表-2，図-2)を行った． 

 

5. 港空間の利用意識に着目したコンフリクトに関

する考察 

 本章では，３章で得られたデータと４章で行った分

析をもとに考察を行う． 

 

図-2 小島公園 

 

(1) 各主体の港空間の利用意識 

立場や対象地ごとに場の利用意識が異なる． 

(2) コンフリクトに関する考察 

場の使い方に着目した問題の捉え方の違いや問題

発生地から生活空間の距離に着目した評価の違い，地

域特性に着目した漁師の人の評価の違いについて考

察していく予定である． 

 

6. おわりに 

 釣り人を対象としたインタビュー調査及び行動観

察調査を行い，分析，考察を行う予定である． 

 

参考文献 

1) 上天草市-地域おこし協力隊-地域おこし協力隊 

明瀬智博さん(上天草市全域), 

https://www.city.kamiamakusa.kumamoto.jp/q/

aview/484/14997.html,2022.12.27 参照 

表-2 小島公園における漁師・住民が捉える問題 
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